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＜事前予防活動＞ 

 

 

 

 

         活動組織・団体：国土交通省近畿地方整備局 淀川ダム統合管理事務所 

 

【概要】 
天ヶ瀬ダムは、立地条件的に複雑なダムであるため、ただし書き操作等を伴う危機管

理時のダム管理やゲート操作では、適時・適切な判断や対処が必要となる。また、近年、

各地での計画規模を超える出水が頻発していることから、平成１８年度より天ヶ瀬ダム

において、各関係機関と連携した実践的なロールプレイング方式による洪水危機管理演

習を実施している。 

天ヶ瀬ダム 

ロールプレイング方式による 

洪水危機管理演習の実施と改善 
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近年、各地で計画規模を超える出水が頻発しており、ダム管理において

は、これまで以上に、ただし書き操作等の防災関係者があまり遭遇するこ

とがなかった状況や場面に対する判断や対処能力の向上が求められている。 

また、天ヶ瀬ダムは、直下に宇治市の市街地および世界遺産である平等

院鳳凰堂、宇治上神社を控え、さらに下流には人口の密集する大阪府、上

流には琵琶湖を有する等、全国でも希に見る複雑なダムであるため、ただ

し書き操作等を伴う危機管理時のダム管理やゲート操作は、適時・適切な

判断や対処が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図―１ 天ヶ瀬ダムと関係機関との位置関係 

 

 

背  景 

琵琶湖 
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① 従前は、ダム管理所のみで危機管理演習を行っていたが、平成

１８年度より関係機関と合同で、実践さながらのロールプレイ

ング方式による演習を行っている。 
② 関係機関である近畿地方整備局、淀川河川事務所、琵琶湖河川

事務所、宇治市からダム管理・河川管理の関係者が参加し、プ

レイヤー（演習部）、コントローラー（指揮部）両方に、できる

だけ実際の担当者を配置して演習を行った。 
特に、ただし書き操作を行う上で直接的な関係があるダム直下

自治体の宇治市にもプレイヤーをおいた合同演習とした。 
③ 演習を受けるプレイヤーは、実際の洪水対応時とほぼ同じ条件

で、演習がどう進むか（どのような災害となるか）というシナ

リオを一切知らされず、演習を統制するコントローラーから付

与される状況情報を基に、各担当場所で、分析・判断・対処を

行った。 
④ H18 年度は、実際に起こり得る災害状況を場面として設定した。 
天ヶ瀬ダムにおいて、ただし書き操作開始水位を超える量を流

入させ、プレイヤーがただし書き操作に関する判断に悩む以下

の場面を設定した。 
1)滋賀県から早期の瀬田川洗堰全開要請 
2)宇治川での漏水発生 
3)下流淀川で危険水位超過の予測 
4)地域住民からのただし書き操作の開始を遅らせて欲しいとい

う要望 

創意・工夫した事項（１） 
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⑤ 平成１９年度演習においては更に以下の工夫を盛り込んだ。 

1)予備放流開始から洪水調節開始までに至る場面を琵琶湖河川

事務所・本局とともに実施し、関係機関における迅速な情報

伝達と情報共有、統合操作等の連携強化を重視した設定とし

た。 

2)また、洪水調節開始後からただし書き操作に至る場面を天ヶ

瀬ダム直下の宇治市とともに実施し、沿川自治体への適時・

適確な情報提供、浸水危険性の増加に伴う沿川住民の避難措

置、マスコミへの情報提供等の連携強化を重視した設定とし

た。 

3)ダム操作はプレイヤーの判断（操作）により状況が刻々と変

わるため、実績ダム諸量はリアルタイムに追従したデータを

付与し、より実践に近い演習とした。 
4)記者経験のある人を入れた模擬記者会見を行い、報道発表に

ついてわかりやすく説明する訓練を行った。 

創意・工夫した事項（２） 
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         平成１９年度 演習シナリオ（平成１８年度も同様） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時間
区分 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

鳥羽市付近を北上

貯水位

ダム関連

主な状況

その他

関
係
機
関

総務班

情報処理班

通信連絡班

天ヶ瀬ダム
班

台風の状況

降雨の状況

瀬田川
洗堰

台風は潮岬の海上を志摩半島方向に北上中

制限水位
-0.2m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位
78.5m

状
　
　
　
況
　
　
　
の
　
　
　
設
　
　
　
定

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位
1.4m

常時満水位
0.3m

演
習
部
の
予
想
行
動

制限水位
72.0m

危険水位

警戒水位

指定水位

警戒水位

危険水位

指定水位

宇　　治　　市

計画高水位

演　　　習　　　の　　　時　　　間　　（6.5ｈ）

激しい雨 非常に激しい雨 強い雨 やや強い雨 雨小康状態

　・本　局　及　び
　　淀川河川事務所
    琵琶湖河川事務所
　・関 係 自 治 体
　・関　係　機　関

天ヶ瀬
ダム

淀川ダム
統合管理
事務所

全　　　般

槇尾山水
位観測所

枚方水位
観測所

ただし書き操
作開始水位
76.0m

【＃１本部会議】
○災害状況の把握
○被害発生の予測
○避難勧告の検討

　○避難準備情報の検討、
　　要支援者避難検討

・被害情報の収集
・避難に関する情報の収集

　○避難勧告（指示）の検討

・河川水位及びダム
放流量の把握
・広報車、防災無線な
どによる情報提供
・避難誘導

　　【水防活動の強化・警戒の継続】
　　・　水防活動の強化
　　・　河川事務所へ技術指導要請

　○避難指示発令

・避難誘導
・広報車、防災無線などによる情報提供

・土砂災害箇所の把握
・被害報告の確認

【＃２本部会議】
○災害状況の把握
○被害発生の予測
○避難指示の検討
○住民への広報
○自衛隊災害派遣の要請

記者発表
記者会見

資料の作成

災
害
対
策
本
部
設
置
・
体
制

職員・資機材等の
応援要請対応

各　　　　種　　　　情　　　　報　　　・　　　状　　　　況　　　　の　　　　把　　　　握　　　　・　　　　交　　　　換

被害の最新状況の確認 本省への
報告

内水浸水拡大

宇
治
紅
斉
で
土
砂
崩
れ

市
道
閉
塞

宇
治
市
内
で

内
水
浸
水
発
生

淀
川
ダ
ム
統
管

洪
水
警
戒
体
制

・関係機関への放流通知
・一般への放流警報

淀
川
ダ
ム
統
管
洪
水
警
戒
体
制

洪水調節 　　ただし書き操作による放流

た
だ
し
書
き
操
作
へ
の
移
行

た
だ
し
書
き
操
作
の
申
請

琵琶湖の水位上昇に伴う
洗堰の放流量調整

天

ヶ
瀬
ダ
ム
の
水
位
予
測
報
告

増
加
放
流
通
知

瀬田川洗堰の
放流量調整

滋賀県琵琶湖
の放流要請

・天ヶ瀬デムの流入量

放流量増加
及び警報に

伴う苦情
流域自治体から

の問合せ

・本局への報告　　　・淀川河川事務所との連携及び調整

琵琶湖河川事務所との連携（琵琶湖の水位の把握）

部長
記者会見

・自主避難者の把握

天

ヶ
瀬
ダ
ム

洪
水
調
節
開
始

9：30 14：00
た
だ
し
書
き
操

作
開
始

た
だ
し
書
き
操
作

局
長
承
認

た
だ
し
書
き
操
作

放
流
通
知

（
自
治
体

）
放流量決定に伴う対応

宇
治
川
左
岸
槇
島
千
足

で
漏
水
発
生

宇
治
川
左
岸
槇
島
幡
貫

で
漏
水
発
生

住民や自治体からの問合せ対応、職員家族の安否確認

職員の長期勤務計画の報告

気象・水文状況の把握

洪水予測計算の実施、洪水予報の発令、ダムの調節計画の作成、操作指示、各種情報の連絡・報告

記者発表・会見資料の作成

通信施設等の点検・整備

気象・水文状況の把握、天ヶ瀬ダムのゲート操作

被害状況の把握、放流連絡・放流警報の実施

電気及び機械関係施設の保守、点検

ただし書き操作移行

流入量ﾋﾟｰｸ

定量（840 /s）放流

9：00瀬田川
洗堰全閉

はん濫危険水位超過

13：0012：00

12：30 12：40

記者発表
記者会見

資料の作成
本部長

記者会見

田んぼ見回り中の人が濁流に流され行方不明

11：0010：20
大
島
排
水
機
故
障

11：40
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写真―１ 演習状況写真 

プレイヤー 

連携機関 

プレイヤー コントローラー 

模擬記者会見 
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①演習により以下の効果が得られた。 

1)防災担当者の災害対処能力が向上した。 

2)組織間の連携強化が図れた。 

3)防災関係マニュアル、体制等の検証ができた。 

4)経験の浅い管理者への教育、啓蒙ができた。 

②演習により以下の課題が明らかになった。 

1)災害時の情報では、映像、写真、図、グラフ、地図等を積極

的に活用する体制づくりが必要である。 

2)各担当者が全体の状況を把握しての作業が出来ていない。 

3)各担当者間で情報共有が出来ていない。 

4)担当職員の全てが、ダム管理のベテランということではない

ため、判断、対処能力に差がみられる。 

5)マスコミ対応に関しては積極的に広報していく仕組みづくり

が必要である。 

③記者経験者による模擬記者会見により、提供すべき情報が再認

識された。 

創意・工夫により得られた効果 


